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〈

板

五

輪

〉

笹

川

氏
て

未
登
記
の
土
地
は
す
ぐ
に
登
記
を

土
地
の
国
勢
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す

現
在
役
場
に
あ
る
土
地
台
帳
や
μ
字
削
関
H

〈土

地
の
図
而
）
は
明
治
の
初
期
に
地
肌
を
徴
牧
す
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
云
わ
れ
ま
え
す
。
当
時
の

幼
稚
な
測
量
荻
術
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
う
え
に
、
長
い
年
月
を
経
た
た
め
、
現
況
の
移
り

変
わ
り
に
よ
っ
て
今
で
は
ま
っ
た
く
実
状
に
即
せ
ぬ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
境
界
争
い
の
肱

閃
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

終
戦
後
政
府
で
も
い
ち
単
く
そ
の
こ
と
に
気
付

き
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
法
律
第
一
八

O
号
国
土
調

査
訟
を
制
定
し
、
日
本
の
国
土
の
桜
氷
的
な
測
量
を

行
な
い
、
現
況
の
把
握
を
急
い
で
い
ま
す。

朝
日
町
で
も
新
し
い
町
造
り
の
た
め
、
特
に
新
市

町
村
建
設
計
画
阜
、
長
業
構
造
改
善
事
業
の
基
礎
資
料

と
し
て
ぜ
ひ
調
査
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
た
め
、

富
山
県
に
対
し
県
営
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳

情
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

今
年
度
よ
り
朝
日
町
、
入
善

町、

宇
奈
月
町
の
三
町
を
一
括
し
県
営
と
し
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
朝
日
町
役
場
で
も
、
四
月
一
円
よ
り
地
籍

調
査
案
を
新
設
し
、
人
員
も
五
名
に
よ
り
仕
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
土
地
台
帳
の

一
筆

一
筆
を
航
空
測
量

と
半
板
測
量
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す
の
で
、
情
さ
ん

の
所
有
の
土
地
が

一
分
も
間
違
い
な
く
凶
化
さ
れ
、

土
地
台
帳
に
新
た
に
登
記
さ
れ
ま
す
。

仕
事
が
具
体
的
に
進
め
ば
、
連
次
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
辿
結
い
た
し
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
次
の
こ
と

を
よ
く
了
解
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
向
き
は
そ
の

手
配
方
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
山
林
似
野
等
で
雑
木
が
密
生
し
て
い
る
域
界
線

は
相
め
に
刈
り
取
り
を
付
な
い
境
界
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

て
先
日
や
叩
融
政
で
登
記
の
済
ん
で
い
な
い
も
の
は

す
ぐ
に
登
記
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
レ
。

て
政
道
や
水
路
で
巾
が
一
定
し
て
い
な
い
も
の
は

関
品
加
者
で
話
し
合
い
を
し
て
規
定
の
巾
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。

一、

私
有
蹴
が
道
路
や
水
路
に
佼
わ
れ
て
い
る
場
合

は
、
は
や
自
に
景
記
す
る
よ
う
道
路
や
河
川
を
建

設
し
た
者
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
賓
が
全
部
完
了
す
る
に
は
約
五
カ
年
か
か

る
予
定
で
す
が
、
今
年
は
朝
日
町
、
入
善
町
、
｛子直方

月
町
の
境
界
の
所
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
朝
刊
町
の

場
合
は
、
山
崎
地
区
で
は、

辻
、
岩
崎
、
越
、
防
、

小
在
的
、

花
開
細
野
、
山
王
を
、
野
中
地
区
で
は

下
野
、
藤
城
、
拙
道
を
、

大
家
庄
俄
区
で
は
下
山

新
、
前
柵
、
柑
水
の
地
区
を
行
な
う
予
定
で
す
。

こ
の
制
査
は
土
地
の
位
置
、
形
、
地
帯
、
地
目
、

面
積
を
附
ら
か
に
す
る
土
地
の
国
勢
調
査
の
よ
う
な

重
要
な
嗣
査
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
こ
れ

か
ら
の
町
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
基
礎
と
な
り
そ
の

生
き
た
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
調
査
の

重
要
性
を
認
識
さ
れ
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
こ
の
事
務
は
役
場
建
設
訟
で
取
り
蚊
っ

て
い

ま

す

。

ハ

建

設

課

）

議

会

だ

よ

り

五

月

四

日

議
会
合
員
協
議
会
開
催

付
議
明
項

－

泊
中
学
校
邸
内
体
川
場
の
新
製
に
つ
い
て

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト、

鉄
什
で
一
部
二
階
挫
て

五
間

t
一三一一
間

総
同
町
数
、
六
七
七

・
五
作
技
り
脚
下
を
入
れ

る
と
、
七

一一

・
1
坪
と
な
る
。

総
工
駒
山
口
五
、

O
凶

O
万
刊
、
こ
の
外
に
俄
工

事
虫
、
前
務
担
が
必
裂。

。
配
泊
小
学
校
蚊
飢
内
円
い
地
分
一
部
買
牧
に
つ
い
て

丘

小

丸

山
グ
ラ
ン
ド
土
拾
場
畑
地
買
牧
に
つ
い
て

以
上
一二
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
了
承

（

1
の
件
に
は
一
部
条
件
付
了
承
〉

お

知

ら

せ

県
政
公
聴
会
開
催
に
つ
い
て

場 j倒

所 El

七
月
八
日
午
後
二
時

泊
高
等
常
校
総
堂

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

時会
自月
間場

日
山
市
波
町

県
立
悶
嘗
館
内

四
、
六
、
八
、
十
、
十
二
、
二
月

毎
月
郷
三
月
剛
日

午
後
一
時
よ
り

朝
日
岳
山
開
き
六
月
二
十
日

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
産
業
課
へ

の，
ι

’a
F
D
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こ
の
た
び
朝
日
町
教
育
委

員
会
で
は
、
棚
山
、
平
沢
重

次
さ
ん
所
有
の
木
地
厘
の
ご

輪
旨
を
町
の
民
族
資
料
に
指

定
し
た
。

H

錨
旨
の
由
来
H

惟
喬
親
王
の
教
に
よ
っ
て

ろ
く
ろ

始
め
ら
れ
た
醜
輔
の
業
に
よ

っ
て
、
小
椋
〈
小
倉
〉
庄
地

方
の
樹
林
を
伐
り
つ
く
し
た

の
で
、
木
地
師
が
生
業
に
困

り
、
論
旨
を
も
っ
て
、
小
椋

庄
の
領
民
に
問
り
、
日
本
中

い
づ
れ
の
妙
に
赴
く
も
、
自

由
に
木
例
挽
の
業
を
営
む
、

永
劫
に
誇
役
を
免
除
す
る
た

め
宣
下
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

H

文
書
を
通
し
て
知
れ
る
棚
山
輔
輔
師
の

系

mH
ωそ
の
昔
〈
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が

南
北
朝
時
代
頃
か
）
滋
判
同
県
の
小
椋
郷

で
輔
瞳
師
と
し
て
の
特
隔
を
も
っ
た
筒

井
輔
轍
師
な
る
一
開
発
生

間
そ
の
分
派
が
戦
国
時
代
に
（
父
曹
の
年

号
を
正
し
い
と
俵
定
し
て
H
一
五
二
五

大
永
五
年
頃
〉
飛
騨
の
双
六
谷
に
入
り

ωさ
ら
に
松
倉
に
至
り

ω徳
川
初
期
（
寛
永
十
八
年
ー
一
六
四
一

年
頃
〉
に
四
軒
片
貝
川
上
流
の
平
沢
村

に
衆
り

間
文
ル
札
、
文
政
年
間
頃
〈
一
八

O
四
ー

一

八
二
九
）
に
棚
山
に
入
り
、
文
政
十
三

年
（
一
八
三

O
）
か
ら
は
黒
谷
、
北
又

谷
杉
谷
の
ぶ
な
木
伐
出
（
毎
年
十
五
本
）

の
許
可
を
受
け
て
、
営
業
を
続
け
て
明
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回
目
」

平

沢

重

次

さ

ん

所

有

治
に
及
ん
だ
O

H

棚
山
古
文
書
（
紬
旨
）
の
時
期
H

諸
国
の
木
地
師
を
統
轄
し
た
商
井
公
文

所
の
役
人
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
年
号
は
大
永
五
年
、
あ
る
い
は
永
禄

九
年
と
あ
る
が
、
は
た
し
て
そ
の
年
号
の

と
き
、
書
い
た
も
の
と
は
直
ち
に
信
ず
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

グ
棚
山
古
文
書
の
史
的
価
値
H

右
の
如
く
真
の
論
旨
で
は
な
い
が
、
彼

ら
一
回
（
筒
井
醜
曜
師
）
は
繍
旨
に
よ
る

特
権
を
主
張
し
て
全
国
各
地
に
散
在
し
、

そ
の
地
の
領
主
等
よ
り
一
応
そ
の
特
殊
営

業
を
認
め
ら
れ
、
今
自
に
及
ん
だ
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

富
山
県
ビ
も
各
地
に
轍
輔
師
の
一
聞
が

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
由

来
を
叉
警
と
し
て
残
し
て
い
る
の
は
、
富

史
料
的
価
値
を
持
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て

大
切
な
も
の
で
あ
る
。

御
拍
旨
「
大
怠
」

近
江
国
の
愛
知
郡
の
小
館
庄
（
現
在
の

彦
根
市
の
東
方
に
あ
た
る
）
の
筒
井
糠
櫨

師
は
、
四
ロ
山
小
野
宮

〈
五
五
代
文
徳
天
皇

の
皇
子
惟
喬
親
王
）
が
製
作
さ
れ
た
と
稀

さ
れ
る
蹴
轍
仰
の
仕
事
を
つ
と
め
て
お

り
、
ま
こ
と
に
神
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

専
ら
品
質
の
向
ょ
に
つ
と
め
、
西
は
洛

視
の
立
つ
断
、
東
は
駒
蹄
の
一
地
る
所
（
つ

ま
り
い
づ
こ
な
り
と
も
の
意
〉
諸
国
人
山

す
る
こ
と
を
、
免
許
す
る
と
の
帝
の
御
言

葉
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
れ
を
証
明
す
る
。

大
永
五
年
庚
十
一
月
八
日

左
大
衛
門
近
（
花
押
）

箸
木
久
之
助
（
花
押
）

山
県
内
で
は
、
現
花
の
と
こ
ろ
、
棚
山
古
飛
州
白
川
大
屋
宗
た
衛
門

文
書
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
富
山
県
八
写
真
H
指
定
さ
れ
た
御
綿
旨

V

醸
櫨
師
の

一
系
統

を

知

る

う

え

に

重

要

な

ハ

教

育

委

員

会

）

六、

目

標

ハ
門
交
通
教
室
の
開
催

青
年
間
、
婦
人
会
、

P
T
A
等
各
種

団
体
の
会
合
を
利
用
し
て
交
通
教
室

を
開
催
し
、
広
報
活
動
全
併
の
推
進

を
は
か
る
。

同
運
転
者
〈
業
務
中
）
に
酒
を
だ
さ
な

ぃ
、
の
ま
せ
な
い
運
動

同
道
路
環
境
の
終
備

て
側
人
住
宅
前
の
幣
備
終
頓
の
励

行
二
、
商
店
の
内
側
か
ら
来
訪
者
に
対

す
る
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
（
来

訪
者
の
自
転
車
お
よ
び
オ
ー
ト
バ

イ
の
整
頓
の
呼
び
か
け
〉

同
暫
察
へ
の
通
告

ス
ピ
ー
ド
の
だ
し
す
ぎ
、
ド
ロ
は
ね

横
断
歩
道
（
横
断
中
）
の
除
行
無
視

等
を
発
見
し
た
ら
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び

車
輔
の
特
徴
を
指
定
カ
1
k
に
記
入

し
て
警
察
に
通
告
す
る
。
（
総
務
課
）

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
に

境
・
宮
崎
地
区
路
線
を
指
定

一、

目

的

こ
の
地
区
、
路
線
の
指
定
は
、
交
通
事

故
の
半
減
を
図
版
に
、
関
係
者
の
協
力

を
要
請
し
、

事
政
発
生
の
現
況
を
認
識

し
て
地
区
発
生
事
故
の
分
所
と
原
因
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
交
通
安
全
の
思
想

向
上
と
正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
実
行

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

、

名

称

朝
日
町
交
通
安
全
東
部
モ
デ
ル
地
区

三

、

期

間

五
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
一

O
日
ま
で

四

、

提

唱

入
善
警
察
署

玉
、
推
進
主
体

朝
日
町
交
通
対
策
協
議
会

境
、
宮
崎
地
区
各
椅
団
体

境
、
宮
崎
警
察
官
駐
在
所

の
L
Z
U
ρ
0

町

県

民

税

未
申
告
者
に
は
控
除
の

適
用
が
あ
り
ま
せ
ん

去
る
三
月
、
園
、
県
、
町
一
ニ
者
共
同
の

各
税
の
期
告
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
町
の
分
に
つ
い
て
は
、
九
十
五
%
以

上
の
結
果
で
し
た
。

申
告
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
今

年
度
で
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
税
に

対
し
て
の
理
解
．
か
年
を
追
う
ご
と
に
深
ま

り
、
適
正
な
る
賦
諜
が
で
き
る
こ
と
を
厚

く

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

－

た
だ
、
由
告
を
し
な
か
っ
た
一
部
の
方
一

に
は
、
誠
に
お
気
の
毒
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
一

る
控
除
の
適
用
が
な
く
、
特
に
今
年
度
は
一

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
て
町
民
税
の
場
一

合
、
本
文
方
式
に
ほ
ぼ
近
い
税
の
算
定
方
一

法
に
変
わ
っ
た
た
め
、
納
税
義
務
者
に
扶
一

養
家
族
が
あ
り
申
告
を
し
た
場
合
年
間
の

一

総
枚
入
か
ら
、
第
一
人
自
の
扶
養
家
族
凹
一

万
問
、
第
二
人
目
か
ら
三
万
円
の
所
得
控

除
が
あ
り
ま
す
。
〈
昨
年
ま
で
の
税
額
』
担

除
が
所
得
持
除
に
変
っ
た
〉
。

例
示
し
て
み
る
と
、

年
間
四
十
万
円
の
収
入
で
、
袈
と
子
供

二
人
の
家
協
構
成
で

ω町
民
税
の
申
告
を
し
た
人

五
十
万
向
か
ら
、
妻
四
万
円
、

一十
供
六

万
円
〈

一
人
三
万
円
－
M
）
と
基
礎
控
除
九

万
円
を
控
除
し
た
あ
と
の
金
額
三
十
一
万

円
に
税
皐
を
乗
じ
ま
す
と
、
一
万
四
千
七

百
円
の
税
額
が
生
じ
ま
す。

ω町
民
税
の
申
告
を
し
な
か
っ
た
人

五
十
万
円
か
ら
、
基
礎
控
除
九
万
円
の

み
の
控
除
で
四
十
一
万
円
に
税
率
を
乗
じ

ま
す
と
、

二
万
一
千
二
百
五
十
円
の
税
額

が
生
じ
、
そ
の
差
額
六
千
五
百
五
十
円
を

余
分
に
川
の
場
合
よ
り
負
担
が
多
く
な
り

ま
す
。来
年
度
か
ら
は
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ

λ
ノ
。

〈
税
務
課
〉
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さ
昭和 39年 6月 10日
月 刊（毎月10日発行〉ひ

朝監第 11号 監査結果の公表について
朝日町監査委員 坂口良造松原三郎

l佼支差引不足額 8.466,718円
枚入不足金に対しては一時借入金 13,000,000円で運用さ
れている。

米牧金 不足額 未払金

20,034.944円－ 8,466,718円ーら000,000円
（見込） =6,568,226円

上記のとおりの牧誌となるが、米牧金がどの程度入るか
ということである。

5. 事業Fの執行状況
(1) 事業実績

泊病院
監査結果

1. 監査月日
昭和39年4月22日
2. 診療科目および事務の分掌
当病院における診料科目は、内科、外科、産婦人科、眼

科．理診科の5科にνントグン室、検査室、物療室、薬局、
この外に準看護婦養成所を設けている。

病院の建物は、管理！章、病棟、手術棟、産児棟、炊事棟

に大別され、病棟の内訳は次のようになっている。

第1病棟 内科関係

第2病棟 伝染病関係
第3病棟 内問（結核病関係）

第5病原 主として外科関係

E託児棟 産師、出産

当病院の職員は、院長以下92名〈外に休職1：名〉で運営
され職種別に分けると次のとおりである。

医師 8名
看護婦 47名（外に休鞍1名〉
技術関係 5名
薬局員 5名
事務関係 13名
給食関係 11名
その他 6名
計 93名

a. 害事務処理に関する意見
事a務処理については、概ね良好と認めるが、事務の簡素化
民一段の努力を頼いたい。例えば職員の休暇願につい

て、届け出曹に決裁してあるのに再度休暇許可簿に転記

rし、決裁が行なわれているなどは改めるべきで－ある。

4.、予算の軌行状況
次のとおりである口

昭和38年度泊病院特別会計予算の執行状況
(39.3.31現在）

収 入

科目 ｜予算現額｜執 行額｜米執行額｜執行率｜摘 要

使用料94.578.060 80.770.069 13』07,991 85.4 調定額に対

繰入金 500,000 。500.000 すOる，O未34収，g金0 2 94 
繰越金 。
雑収 A 、490.100 655.347 + 165.247 1'33, 7 註 執行額済は！賀入

成自慣箆宥備護鴻婦助賛金 14s.oon 146・000 。額を記す
一時借入金 ( 13,000,000 ) 

計 95,714.160 8L425,416 14,233,744 85. 0 

支出

！科 目 ｜予算現額｜執行額｜未執行額｜執行率｜摘 3言五ζ 

院 費89,259.160 83.788,203 5,470.957 93.鴨8 

公債費 2,635,300 2,432,652 202.648 92.3 

諸支出金 3,683.651 3.671.279 12,372 99.6 

予備費 136.049 。136,049 。
計 95,714,160 89.892,134 5,822,026 93.9 

｜入院の部｜外来の部｜｜使用料問均
月別延人員 1｜一日平均延人員ト日平均月 平

人 人 人 人 千円

38. 
4,199 139 4,213 140 7,108 
4,126 133 4,049 136 7,156 
4,339 144 4,024 134 7,174 

7 4,732 152 4,570 147 7,957 
8 4.596 148 5,144 165 8，お6
4,326 144 4.869 162 8,032 

10 4.460 143 5,089 164 8,935 
11 4,530 152 4.413 143 8.248 
12 4,855 156 4,700 151 Q,231 
39. 
1 5,403 174 4.684 151 8,798 
2 4.526 156 4.891 168 8.946 
3 4.736 153 5,451 175 
計 54,373 149.5 56,097 153 

(2) 業務の状況

手術等の1犬況
検査の伏況

診療用放射線
揖彰治療の状況 。X線科点数 445.926点
調剤の状況 調剤延件数 228.390件
註上記のうちには内科、その他のものは総体的に含ま
れる。

(3）入院患者数状況

午問手術点数

。検査点数
153.820点
132.575点

(39.4.22現在）

誼i 別｜ l基準病床数 ！過 不 足
一 般 1 1 7 7 0 -4 7 
結 核 2 6 3 9 1 3 
伝染病 1 4 1 0 
産児床 7 1 
計 1 5 4 1 3 1 -2 3 

全体の基準11ji司、数からして23体の不足となるが、一般
病床の外は特殊病床であることからして47外の病床が不
足となる。

6. 総合的意見
診療科目について、昨年町民の要望に応えて、眼科の設

置をみたが一方で、小児科のなくなったことは遺憶である。

既に病院の新築ということに対し、本年は計画年度とい

うことで議会にもはかつてあり、組出の償還額において

は、38年度償還額L505,000円余であったのが、39年度で
は422.000円余と激減し、今後｜順次減少し、 42年度には149,
000円余になることからして、経情的にも明るい見通しで
あると考えられるから、計画の樹立、着工を急がれたし、。

病床の不足、診療科目の充実という点からしても病院の新

築は急を要するものと思料する。



(4) 

「
ア
ユ
」
と
「
コ
イ
」
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

ア
ユ
の
解
禁
は
六
月
十
六
日
で
す
｜
｜

昭和 39年 6月 10日
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海
水
に
対
す
る
淡
水
の
漁
業
を
内
水
面

漁
業
と
い
い
ま
す
が
、
つ
り
天
狗
が
鶴
の

首
で
待
っ
て
い
た
ア
ユ
の
解
禁
は
昨
年
よ

り
五
日
早
い
六
月
十
六
日
に
き
ま
り
ま
し

た
。
漁
期
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す

が
、
こ
の
六
月

一
日
富
山
県
内
水
面
漁
業

調
整
規
則
が
改
正
に
な
っ
て
小
川
、
黒
部

川
、
片
貝
川
等
県
下
で
六
河
川
に
共
同
漁

業
権
が
許
可
さ
れ
、
従
来
の
県
の
許
可
が

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
川
の
内
水
面
漁
業
協
同
組

合
が
管
理
す
る
の
で
、
そ
の
組
合
に
近
魚

料
を
納
め
て
ア
ミ
ナ
グ
、
マ
ス
等
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

朝
日
内
水
両
漁
業
協
同
組
合
は
遊
魚
料

止ゼ

ひさ

毛

針

二

五

O
円

女
釣
併
用
三

O
O同

高

校

生

以

上

綱

領

五

O
O円

（
補
助
員
別
に
一
ニ

O
O円）

中

学

生

一

O
O
円

小

学

生

二

O
円

に
き
め
ま
し
た
。
平
時
き
は
・尚
工
会
事
務

所
ま
た
は
町
内
の
各
釣
具
爪
で
取
仰
い
ま

す
の
で
希
望
者
は
早
速
手
間
き
し
て
く
だ

E

－、
o

d

，、
B
UV組
合
で
は
関
係
八
回
に
わ
た
っ
て
ア
ユ

を
小
川
上
慌
に
約
十
七
万
匹
放
流
し
た
の

で
、
打
谷
の
第
三
号
え
ん
て
い
か
ら
上
流

の
方
は
「
て
ん
か
ら
」
投
網
の
使
用
を
禁

じ
て
、
つ
り
は
下
琉
よ
り
一
月
お
く
れ
て

七
月
十
六
日
に
解
禁
し
ま
す
か
ら
今
年
は

長
期
間
ア
ユ
も
笠
宮
で
あ
り
ま
し
ょ
う
と

の
こ
と
で
す。I
l
o－
－

 

コ
イ
は
く
せ
も
の
だ
が
魚
類
蛋
白
官
が

こ
れ
ま
た
す
こ
ぶ
る
っ
き
の
約
富
で
す
の

で
富
山
県
で
は
特
に
餐
鯉
事
業
の
将
卵
、を

図
る
た
め
、

た
め
池
等
に
恭
慨
を
す
る
希

望
者
に
援
助
し
て
鰹
の
稚
魚
（
こ
い
の
子
）

食
用
奥
健
一

8
匹
単
位
一
五

O
円
前
後

あ（射程話会易会£）第106号

観
賞
用
色
鰹
司
O
川
7
三
五

O
円
前
後

で
七
月
上
旬
に
配
布
し
ま
す
。

希
望
者
と
数
量
は
各
町
内
会
ご
と
に
ま

と
め
て
六
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
産
業
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
養
鯉
組
合
も
な
か
な
か
所
穫
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
や
が
て
は
朝

日
町
を
日
本
の

「
ゴ
イ
」
の
町
に
す
る
と

ハ
リ
キ
ツ
て
い
ま
す
。
ア
ユ
も
ヲ
イ
も
趣

味
と
実
益
の
畏
た
る
も
の
で
、
目
を
楽
し

ま
せ
食
慾
を
か
き
た
て
、
レ

ク

ν
！

ν
ヨ

ン
と
し
て
も
こ
れ
以
L
L

の
も
の
は
少
な
か

ろ
う
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
っ
た
く
鮎
は

香
魚
と
も
い
う
が
、
あ
の
や
き
た
て
の
香

り
と
味
は
釣
っ
て
こ
そ
本
物
で
、
鯉
こ
く

や
艇
の
あ
ら
い
の
味
も
知
る
A

ぞ
知
る
で

「
く
や
し
け
れ
ば
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（起
業
謀
）

a
g

’・6
‘，E
・6・‘，，、
．．
 
4

．，‘
‘1
．，，． 

国
道
八
号
線
工
事
進
む

昨
年
砂
利
混
と
し
て
完
成
し
た
新
小
川

橋
以
東
よ
り
佐
川
に
通
ず
ろ
川
県
町
の
県

道
ま
で
の
八
号
線
は
、
目
下
削
絞
中
で
あ

脱農 i
皮業！
す 3江 j
る代 i
桜化
町ぺ
地
区

昨
年
十
月
よ
り
着
手
し
た
桜
町
土
地
改

良
区
に
よ
る
、
土
地
区
間
経

m事
業
は
、

昭
和
三
十
八
年
度
予
定
の
十
町
二
反
を
完

了
し
、

一
枚
一
ニ
反
歩
の
広
々
と
し
た
聞
に

田
橋
え
が
胎
ま
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
桜
町
の
区
間
態
盟
事
業
の
概

要
は
、
月
山
お
よ
び
長
野
の

一
部

を

加

え
、
総
面
積
二

O
町
一
反
を
勝
央
、訣
で
昭

和
三
十
八
年
よ
り
ニ
カ
年
間
で
突
縦
し
、

そ
の
他
五
十
一
町
一

夜
を
操
業
構
造
改
善

事
業
に
よ
り
こ
れ
も
昭
和
三
十
九
年
間
で

完
成
す
る
予
定
で
す
ロ

な
お
事
業
費
の
慨
算
は山川柳
川
、
法
お
よ
び

構
造
改
善
を
合
わ
せ
約
七
千
万
円
で
す
。

八
写
真
幣
批
附
さ
れ
た
区
岡
田

V

り
、
今
年
八
月
中
旬
ま
で
に
完
成
の
予
定

で
す
。
ま
た
蟻
山
ず
い
道
は
今
年
三
月
貫

通
し
昼
夜
の
別
な
く
巻
立
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
笹
川
に
も
延
長
四

O
米
の
機

が
架
け
ら
れ
工
事
は
予
定
ど
お
り
順
制
に

進
ん
で
い
ま
す
。

八
貫
通
し
た
城
山
ト
シ
ネ

w
V

七
月
の

心
配
ご
と
相
談

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
よ

う
に
六
、
七
月
の
心
配
ご
と
相
談
員
の
日

程
を
定
め
、
み
な
さ
ん
の
日
常
生
F
に
お

け
る
い
ろ
い
ろ
の
悩
み
ご
と
の
相
談
相
手

と
な
り
、
関
係
専
門
機
関
の
協
力
を
得
て

心
配
ご
と
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

問
題
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
相
談
内
符
に
つ
い
て
は

秘
密
の
取
り
扱
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

戸
U職
業
安
定
所
朝
日
分
室
隣

毎
週
月
曜
日
午
前
十
碕
よ
り

午
後
三
時
ま
で

一、

期
日
お
よ
び
相
談
員

六

月

一

日

中

野

啓

三

郎

南

茂

窓

盛

室

敬

三

加

藤

敏

雄

高

田

啓

次

守

内

行

見

沢

本

啓

次

仙

名

敏

子

谷

地

元

清

典

水

野

す

な

竹

内

民

之

助

在

田

裕

芳

野

田

隆

俊

南

山

氏

懲

盛

中

野
段

三
郎

高

田

啓

次

一、

場
所

一、

時
間八

日

一
五
日

二
二
日

二
九
日

七

月

六

日

十
三
日

二

O
日

二
七
日

室

敬

三

仙

名

敏

子

ハ
民
生
課
〉

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第
一
団

こ
の
た
び
朝
日
第

一
団
に
年
少
年
〈
カ

プ
ス
カ
ウ
ト）

を
結
隊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募

集

要

領

一
、
小
学
校
三
、
四
、
五
、
六
年
生

二
、
募
集
人
員
二
五
名

一
二
、
将
来
ボ
ー
イ
ス
カ
ワ
卜
に
な
る
希
望

が
本
人
に
あ
る
こ
と。

四
、
両
親

（保
護
者
〉
の
ゆ
る
し
（
理
解
）

が
あ
る
こ
と
。

五
、
服
装
費
、
隊
費
の
自
弁
で
き
る
こ
と

父
兄
代
表
に
よ
り
行
事
連
営
に
あ
て
ら

れ
る
。

六
、
連

絡

先

士
肥
孝
信

（朝
日
町
道
下
、
士
肥
運

動
具
開
電
話
二
ニ
二
番
）

＠
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
八
才
か
ら
十
人
才

ま
で
の
幼
少
年
で
組
織
す
る
が
、
さ
ら
に

こ
れ
を
分
け
て

カ
プ
ス
カ
ウ
ト
ハ
年
少
〉
八

t
十

一
才

ボ
l
イ
ヌ
カ
ワ
ト
（
少
年
〉
士
一

t
主一
才

ν
ニ
ア
ス
カ
ワ
ト
（
年
長
〉
土
ハ
J
十
八
才

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
消
防
署
便
り

防
火
管
理
者
講
習
会

申
請
書
受
付

六
月
十
五
日
！
三
十
五
日

講

習

期

日

七
月
二
日
、
一
一
一
日
（
二
日
間
）

講

習

場

所

黒

部

市

庁

舎

受
講
資
格
は
別
に
あ
り
ま
せ
ん
。

講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、

防
火
管
理
者
と
な
る
資
格
が
あ
り
ま
す
。

受
講
申
請
、
そ
の
他
行
し
い
こ
と
は
消
防

署
へ
問
い
合
せ
く
ど
さ
い
。



朝
日
町
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

本
年
度
の
機
構
と
事
業
計
画

昭和 39年 6月 10日
月 刊〈月毎10日発行）

発
足
第
三
年
目
を
迎
え
た
朝
日
町
理
科

教
育
セ
ソ
タ
ー
で
は
、
七
名
の
運
営
委
員

十
名
の
職
員
構
成
で
、

朝
日
地
区
小

・
中

学
校
の
理
科
教
育
の
推
進
に
努
力
す
る
こ

と
に
な
り
、
第

一
回
軍
営
委
員
会
お
よ
び

第
一

回
研
修
員
会
に
お
い
て
本
年
度
の
事

業
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

一
、
職
員
構
成

所
長

ハ米）

大
西
側
三
郎

専

任

所

員

長

津

孤

児

研
修
員
（
喰

）

よ

井

雌

次

郎

h
q

（
0

〉

他

郎

昇

。

〈hf
〉

一小

崎

和

躍

。

〈

h
q

〉

井

上

武

智

h
q

（
8

〉

長

崎

光

雌

h
q

（h
q

〉

酒

井

一

郎

。

（
h
q

〉

川

端

き

み

子

二
、
事
業
計
画

ィ
、
技
術
唯
一時
留
小
・
中
学
校
と
も
一一一回

ロ
、
学
校
巡
凶
専
任
所
員
の
各
校
訪

問
、由民
科
室
お
よ
び
戸
外
環
境
の

牧
備
学
習
指
導

ハ
、
普
料
・
泌
集
、
交
停
、
共
同
附
入
等

ニ、

研
修
員
合
同
研
修

月
二
回
、
研
修
課
題
の
研
修

て

即

科
主
任
会

時
十
期
一
回
、
各
校
野
料
交
換
、

関

科
教
育
研
究

へ
、
部
首
会
、
捕
前
会

年
一
回
、
自
由
参
加

ト
、
現
地
講
習
自
由
多
加

朝
日
地
区
現
燐
購
習

ハ
生
地
）

朝

日

白

馬

。

（

h

乙

ひさあ( 6) （射器話紛糾）第106号

チ
、
本
年
度
研
修
課
題

朝
日
地
区
自
然
教
化
材

O
境
、
笹
川
、

小
川
名
水
系

O
制
目
、
白
馬

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
、
八
ミ
リ
カ

軽

自
廃
車 動

砂’惇
手

続

き

軽
自
動
車
を
賢
官
単
し
、
ま
た
他
人
に
謬

り
渡
す
場
合
の
手
続
の
方
法
に
つ
い
て

は、

原
則
と
し
て
、
役
場
税
務
課
へ
届
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は

次
の
要
領
で
行
な
い
ま
す
。

。

ω廃
車
す
る
と
き
、
当
該
車
に
と
り
つ
け

リ
、
地
区
科
学
展
覧
会
の
実
施

て

あ

る

標

識

と

印
か
ん
を
持
っ
て
届
出

制
日
九
月
初
句

く

だ

さ
い
。

会
場
泊
公
民
館
ま
た
は
泊
小
学

的
他
人
に
譲
り
渡
す
と
き
、
織
り
う
け
た

伎

と

き

、

そ

れ

ぞ

れ

印

か

ん

を

持

っ

て

届

出
品
対
照
明
日
地
区
小
・
中
学
出
く
だ
さ
い
。

校
児
訳
、

生
徒

以
上
の
手
続
が
な
か
っ
た
場
合
、

日
本
体
操
祭
朝
日
町
大
会
行
な
わ
る

一一‘0
0
0人
参

加

で

盛

大

に

日
本
体
操
祭
第
三
副
朝
日
町
大
会
は
五

年
二
十
五
日
（
日
）
午
時
九
時
三
O
分
か

ら
小
丸
山
グ
ヲ
ン
ウ
ド
で
、
町
内
の
小
学

生
（
五
、
六
年
生
）
中
学
生
つ
一、
三
年

生
（
五
、
六
年
生
）
中
学
生
（
二
、

三
年

生
〉
姉
人
会
員
、

保
育
所
児
童
な
ど
約

一
、
五

O
O人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

午
前
八
附
三

O
分、

泊
駅
前
か
ら
会
場

ま
で
泊
小
学
校
少
徒
に
よ
る
政
笛
隊
を
先

頭
に
、
役
員
、
州
人
会
、
中
学
生
の
順
で
堂

々
と
町
内
の
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
、
小
丸

山
グ
ヲ
ワ
ン
ド
に
入
場
、
大
行
進
の
の
ち

木
村
大
会
長
の
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
っ

て
、
多
加
者
て
五
。
。
人
の
H

溶
い
力
H

大
合
唱
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体

撤
の
あ
と
消
枝
に
う
つ
っ
た
。

保
育
所
児
童
の
か
わ
い
い
避
ぎ
、
小
中

学
生
男
子
の
徒
手
体
操
、
同
女
子
の
体
育

ダ
シ

ス
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
婦
人
会
員
の
玉

入
れ
競
技
な
ど
盛
会
担
の
う
ち
に
無
事
終

了
し
た
。

八

入
場
行
進

V

t. 
主宰

車
は
四
日
鳳
鞍
台
帳
の
名
僧
で
謀
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
か
ら
ご
沌
意
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
〉

母
親
歯
科
談
義

歯
科
医

大

菅

十

造

そ
の

あ て結すロすれえたそ菌 ＝＝＝てご＝二千一一 ー···－~·」ニ 渦 考し気

~~~~ ~~ 0認す：高会 国民健康保険だより ~ t f~ ご ~~
く掃さるびをを除は方 同 一ー一一一ー とゃれたわは
だ除い 前夜「指摘けあと作 閉んばだ・つあ
きは。 にれ潔 潔ばりも用の予 な苦すう黒ど本三いらなのが幸いたく
い生 ちてに によまなでカ肪そい痛 。こいもは才・な次 世.1方生甚 てと ま
。ま よ眠し しいせくで 7. tJよれこがそと械！こえく －，~J 々 がにまの、こで
おれ つるて て の んすきとはでとあしがいのそら愛には二れ至何 ろ も
母た と問お やでがれる rl ？はもりて世 耐きろいら hi｝え本てりかが泣
きら 怖にけ れす、ばものム乳あ 、時のにれいましじ出の六で ーあ 談
んす を楽ば ば、そこの中 ν治り ーに 常ないまでいよし真ヶ すつれで
のぐ みし よ よ去のれでに曲の ま晩は でつなす上州う 、球月。 ではあ
指や ていい いい ーに あいはムす吋1惨あて的。下がな そ のく も 託つ
の つ あお1の のかっ越り る食 v 0 ill.~ 酷りし負け ニはきれよら ごみて
先て げをで でえさし 、制物歯 れなま ま れ十えれかうい 参涜お

に
つ
け
た
軟
い
が
l
u－
－
か
そ
の
お
子
さ
ん

に
よ
い
乳
耐
を
は
や
し
ま
す
。

ガ
l
．セに

水
で
も
よ
い
が
、

棚
酸
水
を
つ
け
ら
れ
れ

ば
な
お
結
構
で
す
。

や
が
て
六
才
、
七
才
、
八
才
に
な
っ
て

永
久
前
が
は
え
か
け
る
ま
で
、
は
え
た
と

き
そ
の
ま
ま
の
き
れ
い
な
耐
を
保
た
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
特
に
ご
怯
意
申
し
あ
げ
た
い
の

は
、
六
才
こ
ろ
真
中
か
ら
教
え
て
六
本
自

に
永
久
的
が
は
え
る
こ
と
で
す
。
世
の
お

母
さ
ん
た
ち
は
こ
れ
も
乳
耐
だ
と
思
っ
て

小
さ
い

ム

ν的
が
で
き
て
も
、
ど
う
せ
に

え
変
わ
る
も
の
だ
か
ら
と
思
っ
て
手
入
れ

を
し
な
い
た
め
、
小
学
校
一
年
生
の
口
肘

検
査
の
と
き
に
は
、
す
で
に
手
遅
れ
に
な

っ
て
治
療
見
込
み
な
し
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
主
ぬ
も
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
か

ら
ご
・内
意
く
だ
さ
い
。
六
才
刊
悦
の
保
存

は
学
校
仙
科
の
最
も
盤
整
な
こ
と
で
す
。

天
気
の
よ
い
日
は

道

路

に

撒

水

朝
日
町
小
・中
学
校

P

T

A

会

長

境

小

学

校

大

平

分

校

宮
崎

小
字

故

笹
川

小

ψ
陵

商

保

小

学

校

蛭

谷

分

校

山

崎

小
学

校

大
家
同
小
学
校

五
簡
庄
小
学
校

泊

小

学

校

泊

中

学

校

小
川

中

学

校

大変橘 佐岡 小 谷岩 小九根大

弁場 渡田沢口井坂 '.Jl控野

田賢益庄 由政米 芳道光欣

郎二 永市数 与 吉 博純守広 一
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『
一
M

マ
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病
虫
容
の
防
除

本
年
の
病
虫
害
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
イ
モ
チ
出
の
発
任
が
北
陸
地
民
主
的
と

し
て
発
生
が
早
く
多
レ
ょ
う
で
す
か
ら
、

葉
イ
モ
チ
病
の
早
剃
発
見
と
防
除
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
本
年
も
七
片
十
七
円
か
ら

二
十
三
日
ま
で
に
最
襲
航
空
織
布
に
よ
る

防
除
を
竹
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
各
人
で
充
分
イ
モ
チ
病
に
も
・出
意
し

て
く
だ
さ
い
。

虫
一
虫
と
し
て
は
積
雪
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
う
ん
か
知
や
二
化
メ
イ
虫
の
発
生
が

多
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の
害
虫
も
県

下
で
は
大
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
発
生
被
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

害
虫
の
防
除
は
共
同
防
除
の
方
が
効
果

が
胤
い
の
で
出
来
る
だ
げ
共
同
防
除
を
し

て
く
だ
さ
レ
。

農
薬
の
危
害
防
止
に
つ
い
て

般
近
以
下
で
農
殺
に
よ
る
中
芯
討
が
多

く
出
て
お
り
ま
す
の
で、

投
薬
の
使
用
に

際
し
て
は
人
誌
の
抗
告
予
防
に
特
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
パ

ラ
乎
オ
ン
剤
の
使
用

に
際
し
て
特
に
同
意
し
、
個
人
の
使
用
を

し
な
い
こ
と
、
一
人
で
長
時
間品
目
業
し
な

い
、
、
必
ず
二

t
三
時
で
交
代
し
て
く
だ
さ

六
月
の
農
作
業

の
で
す
か
ら
、
こ
の
時
期
ま
で
に
分
け
つ

が
進
む
よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

施
肥
や
際
草
剤
は
稲
の
生
育
を
汚
え
て

や
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
は
田
植
後
の
天
候

が
良
い
の
で
、
本
田
の
追
肥
は
少
量
で
充

分
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
量
を
多
く
施

さ
な
い
よ
う
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
稲
体

の
窒
素
濃
度
を
極
端
に
高
め
て
お
き
ま
す

と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
五
月
の
好
天
続

き
の
よ
う
日
間
量
が
あ
れ
ば
よ
い
で
す
が

も
し
不
時
の
日
附
不
足
が
到
来
し
た
場
合

に
は
、
稲
の
体
に
な
り
切
ら
な
い
窒
訴
が

体
内
に
多
く
な
り
、
イ
モ
チ
闘
の
被
害
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

M
C
P
や
二
回
。
に
よ
る
仕
ト
げ
の
除

草
剤
は
六
月
十
五
日
頃
か
ら
二
十
五
日
頃

ま
で
に
撒
布
し
除
草
効
果
を
再
め
ま
し
ょ

伝
ソ
。

花
弁
球
根
の
管
理

本
年
は
裂
皮
が
多
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

土
壇
水
分
に
充
分
な
管
理
を

し
て
濯
排
水
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

牧
穫
日
を
遅
れ
な
い
よ
う
に
努
め
る
と

と
も
に
、
掘
り
直
後
の
乾
回
帰
と
貯
蔵
に
は

充
分
な
準
備
と
工
夫
を
し
て
良
い
球
根
と

な
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

家

畜

の

管

理

気
組
の
上
昇
で
家
苦
の
生
理
機
能
が
低

下
す
る
の
で
、
換
気
を
は
か
り
飲
水
を
充

分
に
し
て
食
慾
の
増
進
を
は
か
る
。
農
繁

期
の
符
盟
不
足
と
背
刈
飼
料
の
多
給
は
下

痢
や
鼓
張
症
の
原
因
に
な
り
、
畜
舎
を
汚

す
の
が
、

乾
燥
を
は
か
り
、
清
掃
を
励
行

さ
れ
た
い
。

家
務
の
衛
生
に
つ
い
て
も
充
分
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。
か
や
、
は
え
発
生
も
多
く

な
り
、

伝
染
州
の
挑
介
休
と
な
る
こ
と
も

湾
丸
ら
れ
ま
す
、
苦
舎
の
附
近
の
消
定
も

励
行
し
て
家
稽
の
術
生
に
特
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

（
朝
日
農
業
改
良
普
n
H
所）

一
司

r－
農
休
日
の
設
定
は
戦
後
農
村

～

f
－
で
第
一
容
に
話
題
に
の
っ
た
項

』

R
U目
で
す
が
、
実
際
に
は
余
り
実

一
．
7
一
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す。

一
叶
ヨ
一

こ
と
に
本
県
の
よ
う
に
水
稲

．

出
H

を
主
と
す
る
農
作
業
で
は
労
働

一
段
ぬ一

日

i
，H
力
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
困
難

一
ル
」
一

な
た
め
笑
施
で
き
な
い
の
か
も

一
跡
地
一

し
れ
な
い
。

－F4引F
ま
た
戦
後
動
力
耕
う
ん
機
な

一
世
プ一

ど
各
制
動
力
盤
機
具
が
急
速
に

｝
日
一

普
及
し
た
た
め
、

農
作
業
の
肉

一
ト
ト
一

体
的
労
力
向
抑
が
料
減
せ
ら
れ

－bv
一
朝
に
昭
一を
い
た
だ
き
夕
べ
に
月

～
農

…
を
仰

γな
が
ら
耕
作
に
従
事
し

日

－
た
時
代
と
異
な
り
、
労
働
時
間

も
い
ち
じ
る
し
く
知
仙
附
し
た
の
で
特
定
の

休
日
が
な
く
て
も
・
適
宜
に
休
息
で
き
る

こ
と
も
係
因
の
一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な

、。、LV

一・・

2
し
n

””
 

一
、
車
も
人
も
必
ず
一
た
ん
停
止
し
て
左

布
の
安
全
を
確
か
め
、
注
意
し
な
が
ら

渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

て
警
報
が
鳴
り
、
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅
し

は
じ
め
た
ら
絶
対
渡
ら
な
い
で
く
だ
さ

、。、
しu
・

ゆだんをすると踏み切りは恐しい
ところです。

尊い生命や財産を一瞬のうちに失

なう踏切事故は最近非常にふえてき
ました。皆さん、踏み切りでは次の

ことがらをみんなが守り、不幸な事

故をなくするためにご協力闘いま
す。

語~
定送印網 でま え願そ： 自
局H集~ おさ 術

｛話料所行発
会Lれ
椛る 官
に方
おは 募

六六両朝 L、し、

田 日
でつ 集
くで

円円 日I だも 中
i:i; 役 さ役
い場

刷易 コ総

務

し、。

気
を
つ
け
よ
う
んγ

踏
み
切
り
の
横
断

m
M
家
の
慰
安
旅
行
に
つ
い
て
は
国
鉄
、

地
鉄
の
調
査
で
は
次
表
の
と
お
り
で
、
主

と
し
て
団
体
で
行
な
わ
れ
る
も
の
が
大
部

分
で
あ
る
が
、

一
方
各
戸
で
老
若
交
代
で

慰
安
旅
行
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
生
活
を
楽
し

み
な
が
ら
文
化
生
活
を
営
む
と
い
う
ま
で

に
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ど
遠
い
よ
う
で
す
。
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て

列
車
を
正
面
か
ら
見
る
と
遅
〈
時
ず

る
よ
う
で
す
が
（
夜
間
で
は
特
に
そ
の

よ
う
に
感
じ
ま
す
〉
時
速
九

0
キ
ロ

の

列
車
は
一
一
秒
間
に
二
五
メ
ー
ト
ル
の
迭

さ
で
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

て
耕
絃
機
は
運
転
席
が
う
し
ろ
に
あ
っ

て
見
と
お
し
が
よ
く
な
い
う
え
、
速
度

が
遅
い
の
で
特
に
注・意

し
て
く
だ
さ

、。
B
h
v
 

一
、
買
い
も
の
を
迎
ぷ
途
中
で
踏
み
切
り

を
渡
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
踏
切
保

安
掛
や
態
報
機
の
あ
る
と
こ
ろ
を
渡
っ

て
く
だ
さ
い
。

て
踏
み
切
り
過
の
両
引
が
坂
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
た
ん
仲
化
を
し

て
急
に
始
動
す
る
と
踏
み
切
り
上
で
エ

ン
ス
ト
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。
た
＋
引
を

縫
認
し
た
ら
注
意
し
、

徐
行
し
な
が
ら

渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

一、

自
動
車
な
ど
が
断
み
切
り
手
前
ま
で

フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
く
る
と
、
列
車
の
機

関
土
が
直
前
横
断
と
み
て
急
プ
ν
l
キ

を
か
け
る
こ
と
が
あ
ま
り
す
。

相
当
手
聞
か
ら

一
た
ん
停
止
の
ぞ
ス
ナ

ユ
ア
を
見
せ
つ
つ
止
ま
っ
て
く
だ
さ

、。
－
W
 

一、

不
幸
に
も
踏
み
切
り
上
で
エ
ン
λ

ト

や
踏
み
落
と
し
を
し
た
と
、
き
は
、

向
動

車
を
除
く
こ
と
よ
り
、
ま
．
す
列
車
を
止

め
る
こ
と
を
先
に
湾
え
て
く
だ
さ
い。

一、

自
動
車
に
は
信
号
え
ん
官
と
赤
旗
を

必
ず
備
え
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〈国
鉄
〉


